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　本研究は近年における古文書整理の進展や史料公開
の促進、あるいは自治体史編纂にともなう調査活動に
より、旧藩主家近代史料の検討がようやく進められつ
つあるなかで、旧藩主家が、秩禄処分や国内経済の変
容など各種の危機を乗り越えながら、新規事業や株式・
公債などへの投資を通じて資産を維持・拡大し、土地
を集積していく状況や、家令・家扶たちによって家政
機関や財産管理の改革が実施された様子について検討
し、旧制中学の設立支援や奨学金による教育貢献、工
場誘致や基盤整備への協力を通じて地元での影響力を
保持していった状況について分析を加えるものであ
る。
　本年度は、旧延岡藩内藤家文書近代史料の調査を精
力的にすすめる予定であったが、目録整備など諸般の
事情から、比較検討すべき他の旧大名家の家政関係史
料に関する情報の把握と、宮内省宗秩寮による華族統
括との制度的連関の検討が中心になった。このうち後
者については、明治3年12月29日の布告で宮家・華
族家に家令1名と家扶・家従・家丁を適宜置くことが
定められ、藩庁と家政を政府が分離して把握する体制
が出来上がって以降の、政府による華族家政の統括の
実態を、諸文献の検索および国立公文書館所蔵の各種
公文書の検索・閲覧を通じて概略を把握することに努
めている。
　このほか、閲覧可能な旧藩主家の近代史料を複数箇
所にわたって調査検討し、文書管理のシステム、家政
機構の運営状況、財産保全の状況、土地集積の時期的・
内容的特質、地元実業界との関係、教育分野への対応、
旧家臣団との関係、婚姻関係、福祉や慈善事業への関
与といった面を中心に比較検討を加えることを図った
が、予算および日程の制約により、情報提供および従
前の調査実績により、米沢藩上杉家、鹿児島県島津家、
山口藩毛利家の三例の調査を実施した。
　まず上杉家については、5月31日から6月1日の
1泊2日の日程で、米沢市上杉博物館において開催中
の「上杉伯爵家の明治」を見学、関係者との情報交換
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を行ったが、短時間の滞在であり、今後の調査の方針
を立てるとともに協力依頼を行うにとどまった。また、
米沢市立図書館で上杉家文書など関係資料の検索を
行った。
　つぎに、9月9日からll日まで鹿児島市を訪問し、
尚古集成館および鹿児島県立歴史資料センター黎明
館、鹿児島県立図書館において、島津宗家および玉里
島津所蔵の旧薩摩藩島津家近代史料について、関係者
からの情報収集および資料検索を実施した。とくに、
財務関係文書の整理方針や人事関係、事業経営の実態
について、延岡藩内藤家との共通点と相違点を確認し
た。
　3回目の旅費による調査は9月26日から28日まで、
山口市の山口県文書館所蔵の毛利家文書を中心に実施
した。まず、藩政改革にともない、公癬と家職とに分
けた後の、家職における家令家扶以下諸役の任免記録
である「内務局進退」を通じて、藩政と家政が分離さ
れた明治2年当時の人事を把握し、「家令座日載」を
通じて萩の乱があった明治9年当時の毛利家周辺の対
応を検討した。このほか、明治28年まで毛利家の家
令を長く務め、第15銀行総裁をも務めることとなる、
柏村信の日記および関係史料について検索を行った。
このほか、毛利家家職局と他部局との往復について所
在を確認した。
　今年度の研究で残された課題と来年度の目標は以下
の通りである。まず第一に、当初の予測通り、旧藩主
家の近代史料については研究の蓄積が薄く、情報も不
十分なので手探りの状態から始まったが、ある程度は
史料保存の態勢が整っているとはいえ、藩閥である薩
長両藩と旧家である上杉家と、典型的な雄藩に偏って
しまった傾向があり、一般化するにはあまりに特異な
事例ともいえるので、来期は可能な限り中小藩も含め
た多様な旧藩を視野に入れていきたい。あわせて情報
交換も積極的に行う必要がある。また、制度的前提と
なる宮内省宗秩寮の役割についても、ほとんど研究が
ないので、この点についても検討をすすめていく必要
があるだろう。さらに、研究の根幹である延岡藩内藤
家文書近代史料のさらなる精密な分析をすすめなけれ
ばならない。
　こうした検討課題をふまえながら、成果公表にむけ
ての研究の推進を期していきたい。
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